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福岡県、建設業ＤＸを強力伴走支援 

現場担当者向け「ＩＣＴ施工・遠隔臨場」の体験型研修を開催 

福岡県は１０月１５日、建設産業の担い手確保や現場の生産性向上を目的に、土木工事

に携わる企業の現場担当者を対象とした体験型研修「建設業ＤＸ推進」の取組を開催する

と発表した。県は今年度（令和８年度）から、業界団体や教育機関等と連携し、労働環境

の改善や求職者への魅力発信、マッチング支援を一体的に進めるプロジェクトを始動させ

ており、今回の研修はその一環として実施する。  

研修では、デジタル技術を活用して施工を効率化する「ＩＣＴ施工」と、モバイル端末

を通じて遠隔から確認や立会を行う「遠隔臨場」の２つの体験会が企画されている。実際

に最新機器に触れる機会を提供することで、建設企業の労働環境改善や魅力向上、さらに

は現場の生産性向上につなげる狙いだ。  

【ＩＣＴ施工体験会】 

ＩＣＴ建設機械や測量機器の体験のほか、補助金制度についての説明が行われる。  

◎１０月１９日（月） １３時〜１７時：トプコントレーニングセンター（北九州市若松区）  

◎１１月３０日（月）１３時〜１７時：キャタピラ九州福岡教習センター（筑紫野市）  

【遠隔臨場体験会】 

モバイル端末を用いた遠隔臨場の実践体験や、三次元設計データの作成講習を実施する。

対象は企業担当者に加え、県の担当者も含まれる。  

◎１０月２７日（火） ９時〜１７時：福岡県建設技術情報センター（糟屋郡篠栗町）  

◎１１月 ９日（月）１３時〜１７時：土木組合連合会田川支部（田川市）  

◎１１月１９日（木）１３時〜１７時：土木組合連合会豊前支部（豊前市） 

 

県が伴走支援する、体験型研修の開催要領 

https://fukuokaken.kensetsunavi.com/imart/navi/top-kiji/kiji261016-1-1.pdf

